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ブラジル三重県⼈移⺠１００周年・県－サンパウロ州姉妹提携４０周年記念式典にて紙芝居贈呈

7⽉29⽇（⽉）、三重大学と紙芝居を用いた⽇本語モデル事業を⾏っている、NPO「ハートピア三重」の道上⼀郎理事⻑ら６⼈が県庁を訪れ、鈴
⽊英敬知事に紙芝居を⼿渡しました。

        国⽴大学法⼈ 三重大学 社会連携研究センター
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          県庁を訪れたNPOハートピア三重のメンバーら→

贈られたのは、「かさじぞう」と「ねずみのよめいり」の紙芝居。
それぞれ５セットが、絵を描いた画家、伴幹雄さん（かさじぞう）と⾼橋芙実さん（ねずみのよめい
り）より知事へと寄贈されました。

NPOハートピア三重は、三重県在住の⽇系ブラジル⼈を対
象に⽇本語教育や、就職、住まいに関してなど各種相談業
務を⾏っており、その⽣活全般を⽀援しています。
（ハートピア三重の活動について詳細は、こちらのページ
もご覧ください）
２つの物語は、⽇本らしい話を基準に選ばれており、楽しみながら⽇本語の世界に⾶び込むきっかけ
になれば、と企画されたものです。
「かさじぞう」は、ブラジルを意識し、例えば“かさ”が虹⾊の⼿ぬぐいになるなど、カラフルな⾊合い
となっています。
「ねずみのよめいり」は、それぞれ⼀⼈ひとりが素晴らしい存在、というメッセージを⼦どもたちに

伝えるため選ばれました。

そして、ブラジル・サンパウロ州で現地時間８⽉１７⽇、ブラジル三重県⼈移⺠
１００周年・三重県－サンパウロ州姉妹提携４０周年の記念式典が開かれました。
現地を訪れたのは、鈴⽊英敬知事、内⽥淳正三重大学⻑をはじめとする、総勢６６名
の訪問団。県職員、県議会議員ら関係者、大学関連機関関係者、企業等で構成されま
す。
今回の訪問の目的は、サンパウロ州との新たな関係の構築、三重大学とサンパウロ大
学との大学連携のステップアップ、三重県の観光・⽂化・物産などを総合的に売り込
むことです。
式典には、ジェラルド・アルキミン・サンパウロ州知事らおよそ４００名が参加しま
した。
式典は、三重県⼈⽂化擁護協会創⽴７０周年も兼ねており、盛大なものとなりまし
た。

挨拶に⽴った鈴⽊知事は、「総勢６６名、オール三重の訪問団として出席できること
に⼼から感謝いたします。皆さんの歓迎ぶりを拝⾒して、涙がでるほど感動しています。1912年、三重県⼈のブラジル移住が始まって以来、⾔
語風習が異なる中で、大変なご苦労をされたことと思います。先没者慰霊碑に⾏ってきましたが、先⼈の努⼒があり、今の私たちがあることに感
謝と哀悼を捧げてきました。先⼈は、⽇本⼈・三重県⼈としての気概を失うことなく、雇われ農家から、独⽴農家へと、そして奥地へと自ら道を
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切り開き、幾多の苦難を乗り越え、今や政界、官界、経済界など幅広くご活躍されています。今⽇、
ブラジルは、来年のサッカーワールドカップや2016年にはオリンピックが開催されるなど、世界中か
ら注目を浴びています。⽇本との経済的繋がりも⼀層強くなっています。今回のブラジル訪問によ
り、友好交流から、産業連携や観光連携、環境問題克服へと、両国の連携づくりのさらなるきっかけ
となればと考えます」と述べました。

また、紙芝居贈呈に先⽴ち、鈴⽊知事は「三重県のブラジル⼈の⽣活を
ささえているハートピア三重から、⽇本の昔話を紙芝居にしていただき
ました。ぜひ紙芝居を通じて、⽇本のことを知ってほしいと贈呈にまい
りました」と話しました。

     紙芝居は、鈴⽊知事からブラジル⽇本語センター⻑へと⼿渡された→

受け取ったブラジル⽇本語センター⻑は、「ハートピア三重さまにつくっていただいた贈り物に感激しています。ブ
ラジル⽇本語センターは、学習者に直接⽇本語を教えることはありません。サンパウロ総領事館、ジャイカ、国際交
流基⾦の教えをいただきながら、⽇本語教師を育成、現職⽇本語教師をスキルアップしている団体です。ブラジル全
国に500⼈の教師、また学校があります。ipadやインターネットの時代ですが、紙芝居という⼼のこもったツールに
よって、⽇本語教師を通じ、ブラジル全国に皆様の思いを伝えてくれると思っています。全国に皆様の思いが駆け回
るよう、ぼろぼろになるまで使わせていただきます」と謝辞を述べました。

また、今回のブラジル訪問の大きな目的の⼀つである、大学連携に関し、三重大学内⽥学
⻑は「三重大学とサンパウロ大学が８⽉１９⽇、友好協定を結ぶことになりました。協定
によって、より⼀層深い繋がりが大きくなっていくことを⼼から願っています」と挨拶を
述べました。
現在、三重大学⼈⽂学部は、サンパウロ大学哲学・⽂学・⼈間科学部と学部間協定を提携
していますが、この訪問により、さらなる大学間協定へのステップアップの⽅向性を確認
し、学術連携や⼈材交流の促進など、友好提携や経済交流を⽀える大学間ネットワークの
構築を図っていく予定です。

式典には、NPOハートピア三重副理事⻑である諸⼾タカノリ⽒も出席。紙芝居贈呈を⾒届
けました。

ハートピア三重 諸⼾⽒（写真左）と鈴⽊知事→

この後、訪問団⼀⾏は、サンパウロ⽇本国総領事公邸における交流会や、サンパウロ大学、サンパウロ州議会などを訪問し、三重県のプロモー
ションなどを⾏ったということです。

http://y-front.jp/index.php?tabunka3

3 / 8



〔メディア掲載〕
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